










 

目的 

 先天異常および比較的晩期に発症する疾病で,一般集団で期待されるより高

い頻度で家族集積 familial aggregation を示すものの大部分は,複数の座位の

遺伝子と多様な環境条件との相互作用によると推定されるが,ある与えられた

異常が多因子遺伝の機構にしたがうかどうかの予備的検定および遺伝力の推定

には未解決の点が多く,ことに出生後一定の年令期になって把握されるものに

ついてはなお解決すべき間題が多く残されている。本研究は生下時または出生

後 1 年以内に把握されるものと,比較的遅く把握される疾病とについて分析法

を開発し,実際に一部の資料に適用してみることを目的とする。 


